
日　本
共産党

新世会
自　民
クラブ

公明党 新志会
社民・

市民連合
民主党

新しい
風

H17年度一般会計決算認定 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

H18年度一般会計補正予算 × ○ ○ ○ ○ ○※1 ○ ○ ○

初石出張所の存続等を求める陳情書 ○ × × × × × × × ×

アスベストに関する陳情書 ○ × × × × ○ × × ×

（※１　社民・市民連合の菅沼議員は反対しました）

決
算
・
補
正
予
算
の
審
議
な
ど
を

通
し
て
、自
民
保
守
、公
明
、民
主

に
よ
っ
て
井
崎
市
政
が
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
が
実

施
し
た
「
市
民
要
求
ア
ン
ケ

ー
ト
」
で
は
、「
暮
ら
し
が
苦

し
く
な
っ
た
」「
市
政
に
満
足

し
て
い
な
い
」
と
い
う
方
が

過
半
数
を
占
め
、
具
体
的
な

願
い
の
多
く
が
「
負
担
を
減

ら
し
て
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

連
続
す
る
庶
民
大
増
税
や

医
療
改
悪
、
年
金
の
切
り
下

げ
、
劣
悪
な
雇
用
実
態
な
ど
、

政
府
の
す
す
め
て
き
た
痛
み

ば
か
り
の
「
改
革
」
に
よ
っ

て
、
格
差
と
貧
困
の
拡
大
が

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
井
崎
市
政
に
は
、
国

い
い
な
り
で
市
民
に
痛
み
を

押
し
付
け
る
の
か
、
そ
れ
と

も
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
防

波
堤
に
な
る
の
か
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
示
さ
れ
た
、

議
員
は
「
税
金
の
無
駄
遣
い

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
」「
市
民

の
声
を
も
っ
と
聞
い
て
」
と

い
う
ご
意
見
を
受
け
て
、
日

本
共
産
党
は
市
民
の
立
場
か

ら
市
政
を
き
び
し
く
チ
ェ
ッ

ク
。
み
な
さ
ん
の
願
い
を
議

会
に
届
け
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
の
決
算
審
査

で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
開

発
中
心
と
な
っ
て
い
る
井
崎

市
政
の
実
態
を
告
発
す
る
と

と
も
に
、
市
内
中
小
業
者
の

営
業
支
援
や
、
身
近
な
生
活

道
路
改
善
・
排
水
対
策
、
30

人
学
級
実
現
と
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
な
ど
を
提
案
。

国
保
料
・
介
護
の
負
担
軽
減

な
ど
、
税
金
の
使
い
方
を
切

り
替
え
て
、
今
の
市
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
べ
き
だ
と
追

求
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　

「
市
政
を
変
え
る
」
と
言

っ
て
誕
生
し
た
井
崎
市
政
の

３
年
間
、
市
民
の
暮
ら
し
は

ど
う
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

市
長
は
「
財
政
破
た
ん
の

回
避
が
第
一
の
公
約
」と
言
い
、

徹
底
し
た
経
費
削
減
を
実
行

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
矛
先
は
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
分
野

ば
か
り
。
市
立
小
山
小
学
校

や
児
童
館
、
学
童
ク
ラ
ブ
な

ど
を
民
間
会
社
に
丸
投
げ
（
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
）、
公
立
幼
稚
園
３

園
の
廃
止
、
出
張
所
の
統
廃
合
、

学
校
給
食
の
民
間
委
託
化
な

ど
を
、
関
係
者
の
意
見
も
よ

く
聞
か
ず
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
人
件
費
削
減
を
理

由
に
、
国
や
県
の
目
標
の
３

倍
に
も
な
る
職
員
削
減
計
画

を
す
す
め
、
職
員
の
突
然
死

や
長
期
療
養
休
暇
を
と
る
職

員
も
増
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
市
の
財
政
は
健

全
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
決
算
審
査
で
は
、
こ

の
３
年
間
で
借
金
が
約
１
２

０
億
円
も
増
え
、
総
額
８
９

３
億
円
に
も
な
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
１
人
当
た
り
で
は
58
万

円
で
す
。

　

市
長
は
、「
借
金
は
健
全
な

も
の
。
今
は
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
が
重
点
で
、既
存
市
街
地

は
今
後
に
」
と
、
無
謀
な
開

発
の
た
め
の
税
金
投
入
を
当

然
視
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
市
長
は
最
後
ま
で
、

市
民
生
活
は
深
刻
だ
と
い
う

認
識
も
な
く
、
市
民
生
活
を

直
視
し
な
い
姿
勢
で
す
。

市民要求アンケートに寄せられた願いを市長に届けました。（9月28日）

みなさんの願い届けて全力みなさんの願い届けて全力
アンケートへのご協力ありがとうございましたアンケートへのご協力ありがとうございましたアンケートへのご協力ありがとうございました

みなさんの願い届けて全力 日本共産党

市
民
の
く
ら
し
を
守
る
の
が
自
治
体
の
仕
事
で
す

市
民
の
く
ら
し
を
守
る
の
が
自
治
体
の
仕
事
で
す

「
負
担
減
ら
し
て
」

「
市
民
の
声
を
よ
く
聞
い
て
」

「
負
担
減
ら
し
て
」

「
市
民
の
声
を
よ
く
聞
い
て
」

『
井
崎
市
政
の
３
年
間
』で
１
２
０
億
円
増
や
す

開
発
優
先
で
借
金
８
９
３
億
円
に

市
民
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
に

寄
せ
ら
れ
た

「国保」「医療」「介護」の
負担減らしてがトップ3

声声声
声声声

1 国保料の引き下げ 52.2%

2 高齢者の医療費負担の軽減 49.5%

3 介護保険料・利用料の負
担軽減 44.4%

4 緑地の保全 40.4%

5 商店街振興策・空き店舗
対策 38.5%

6 防犯灯・道路照明灯の増設 36.5%

7 通学路の安全対策 36.3%

8 産業廃棄物・不法投棄の
防止 36.0%

9 産科設置・小児救急体制
の充実 35.8%

10 医療費無料化の拡充（子
ども） 32.8%

●市への要望（トップ10）
８月に市内全域で実施した市
民要求アンケート。市民の要
望がたくさん届いています。
その一部を紹介します。

●あなたの暮らしはどうですか

●市政についてどう考えていますか

変わらない
28.7%
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わからない
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51.2%どちらでもない

18.1%
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介
護
保
険
の
見
直
し
に
よ
り
、

介
護
度
１
、
要
支
援
１
・
２
の

方
か
ら
、
車
イ
ス
や
介
護
ベ
ッ

ト
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
社
会

問
題
に
。
入
所
施
設
や
通
所
サ

ー
ビ
ス
で
は
居
住
費
・
食
費
が

自
己
負
担
に
な
っ
た
影
響
も
深

刻
で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
か
ら

軽
度
者
・
低
所
得
者
を
排
除
す

る
も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
料
も
、
住
民
税
増

税
に
よ
り
市
内
で
２
４
５
５
人

の
保
険
料
区
分
が
上
が
り
、
大

き
な
負
担
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
改
善
の
た

め
の
「
緊
急
要
求
」
を
発
表
。

厚
生
労
働
省
に
「
一
律
に
福
祉

用
具
を
取
り
上
げ
な
い
よ
う
に
」

と
の
通
知
を
出
さ
せ
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
で
は
、
市
当
局
に

対
し
て
、
制
度
見
直
し
に
よ
る

影
響
の
実
態
把
握
と
、
独
自
の

支
援
策
を
お
こ
な
う
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
の
医
療
改
悪
に
伴

い
、
一
定
以
上
の
所
得
を
有
す

る
70
歳
以
上
の
被
保
険
者
に
つ

い
て
、
医
療
費
を
３
割
負
担
と

す
る
国
保
条
例
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
「
お
金
の

あ
る
な
し
で
医
療
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
」
と
、
中
止
を
求
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
議
会
も
国
保
料
の

引
き
下
げ
や
減
免
制
度
の
改
善

な
ど
を
要
求
。
10
割
の
医
療
費

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資

格
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て
、

当
局
は
「
病
状
の
調
査
な
ど
、

今
後
把
握
す
る
よ
う
に
努
力
す

る
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
が
本
格
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

障
害
者
に
と
っ
て
生
き
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
支
援
を
受
け
る

た
び
に
、
一
割
の
利
用
料
が
徴

収
さ
れ
、
生
存
権
が
脅
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
全
国
実
態

調
査
を
行
い
、
緊
急
改
善
要
求

を
発
表
。
市
議
会
で
も
改
善
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

　

流
山
市
で
は
、
作
業
所
の
利

用
や
精
神
障
害
者
に
対
す
る
日

中
活
動
支
援
事
業
に
関
わ
る
負

担
を
据
え
置
き
、
無
料
に
し
ま

し
た
。
障
害
者
団
体
が
勝
ち
取

っ
た
貴
重
な
成
果
で
す
。

　

障
害
者
が
真
に
自
立
で
き
る

社
会
・
地
域
を
つ
く
る
た
め
に

も
、
障
害
者
の
声
や
実
態
を
反

映
さ
せ
た
『
障
害
者
福
祉
計
画
』

の
策
定
め
ざ
し
、
ご
一
緒
に
力

を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

「
子
育
て
の
負
担
を
少
な
く

し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
る
中
、
日
本
共
産
党
が
要

求
し
続
け
て
き
た
、
就
学
前
ま

で
の
医
療
費
助
成
制
度
や
私
立

幼
稚
園
園
児
補
助
金
の
増
額
を

実
現
。
子
育
て
支
援
の
充
実
が

ま
た
一
歩
す
す
み
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
の
決
算
委
員
会
で

は
、
保
育
料
の
引
き
下
げ
を
要

求
す
る
と
と
も
に
、
第
２
子
半

額
、
第
３
子
無
料
化
を
提
案
。

市
は
、
「
保
育
料
の
軽
減
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
」
と
初
め
て

回
答
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
に
子
ど
も
を
預
け
て

い
る
保
護
者
は
、
「
３
人
で
10

万
円
に
も
な
る
保
育
料
が
、
安

く
な
れ
ば
家
計
も
楽
に
な
る
」
、

「
負
担
軽
減
は
う
れ
し
い
ニ
ュ

ー
ス
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
流
山
に
す

る
た
め
に
も
、
保
育
料
の
負
担

軽
減
の
運
動
と
世
論
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

福
祉
用
具
の
と
り
あ
げ

ス
ト
ッ
プ
を

介
護
保
険

医
療
費
３
割
負
担
の

中
止
を

国
保
・
医
療

障
害
者
作
業
所

利
用
が
無
料
に

障
害
者
支
援

「
保
育
料
負
担
軽
減
を

検
討
す
る
」
と
答
弁

子
育
て
支
援

　補正予算には、小山小学校

等PFI事業のために、20年間

で43億円の債務負担行為（後

年度払いの借金）が設定され

ました。住民や保護者など関

係者への説明がほとんどない

ままでの予算への位置づけで

す。この点を指摘し反対した

のは日本共産党だけ。ほかに

も、出張所の統廃合など問題

の多い補正予算です。

43億円とは何？
20年間の借金補正予

算

　Ｈ17年度末の進捗率24％と、事業期間

延長が避けられなくなった沿線土地区画

整理。来年度にかけて事業見直しが行わ

れています。日本共産党市議団が実施し

たアンケートでは、「採算性や人口減を

見据えて事業を見直すべき」が過半数を

こえました。

　新市街地地区は事業計画の見直しで、

土地の平均販売価格を17万円／�に引き

下げました。これが他に影響すれば、３

地区で約93億円（党試算）の赤字に…。区

域縮小など大幅見直しは避けられません。

アンケートでは

沿線開発「見直すべき」53.9％

　

９
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
世

論
調
査
（
朝
日
）
で
は
、「
年

金
・
福
祉
の
改
革
」
が
48
％

で
ト
ッ
プ
と
な
る
一
方
、「
憲

法
改
正
」
は
わ
ず
か
２
％
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

安
倍
内
閣
は
、
憲
法「
改
定
」

と
教
育
基
本
法「
改
定
」を
掲

げ
、
教
育
基
本
法
改
悪
が
今

国
会
の
最
大
の
争
点
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
狙
い
は
、
過
度
な
競

争
と
ふ
る
い
わ
け
の
教
育
、

国
家
の
た
め
の
人
づ
く
り
、

『
戦
争
す
る
国
』へ
従
順
な
国

民
づ
く
り
に
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
教
育
は

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
―
日

本
共
産
党
は
、
国
民
的
議
論

を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
、「
教
育
基

本
法
改
悪
反
対
の
意
見
書
」

を
提
案
。
引
き
続
き
、
教
育

基
本
法
改
悪
を
許
さ
な
い
世

論
と
運
動
を
広
げ
る
た
め
に

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

【守ろう教育基本法！】
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

安
倍
新
政
権
発
足
で

子
ど
も
た
ち
と
日
本
の
未
来
が
危
な
い

安
倍
新
政
権
発
足
で

子
ど
も
た
ち
と
日
本
の
未
来
が
危
な
い

税金の使い方変え、暮らしまもる税金の使い方変え、暮らしまもる税金の使い方変え、暮らしまもる
日本共産党の４議席

　

住
民
税
の
大
増
税
に
加
え
、
国
保
料
や
介
護
保
険
料
、
保
育
料
な
ど
の
負

担
増
が
市
民
を
襲
っ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
痛
み
ば
か
り
の
悪
政
と

対
決
す
る
と
と
も
に
、
負
担
軽
減
な
ど
具
体
的
な
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
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安西  孝之
市議会議員

小田桐たかし
市議会議員

いぬい紳一郎
市議会議員

高野  とも
市議会議員




